
石
川
・森
ガ
ッ
コ
ウ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
か
ほ
く
市
森

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
次
調
査
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
九
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
本
田
秀
生

・
金
山
哲
哉

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

・
平
安
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

森
ガ
ッ
コ
ウ
遺
跡
は
、
か
ほ
く
市
森
集
落
の
北
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
沖
積
平
野
に
位

置
す
る
、
奈
良

。
平
安
時
代
―
中
世
の
集
落
跡
で
あ
る
。
第

一
次
調
査
は
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
と
排
水
路
部
分
の
調

査
で
、
調
査
面
積
は
八
二
〇
ポ

で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、　
一
辺

九
〇
卿
の
方
形
柱
穴
を
も
つ
二

間
×
三
―
五
間
の
掘
立
柱
建
物

一
棟
の
ほ
か
、
複
数
の
規
模
不

明
の
建
物
、
集
落
の
東
限
を
示

す
と
み
ら
れ
る
奈
良

・
平
安
時

代
の
幅
約
五
ｍ
の
水
路

（四

一

号
溝
）
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
、
こ
の
四
二
号
溝
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
同
水
路
か
ら
は
、
多
量
の

須
恵
器

・
土
師
器
の
ほ
か
、
「石
山
」
「仁
」
「千
」
「
田
中
」
「壬
」
（あ
る
い
は

「千
正
）
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
や
斎
串
も
出
土
し
て
い
る
。

な
お
、
二
〇
〇
五
年
に
行
な
わ
れ
た
第
二
次
調
査
で
も
、
主
軸
を
東
西

。
南

北
に
揃
え
た
古
代
の
掘
立
柱
建
物
六
棟
以
上
と
区
画
溝
、
中
世
の
井
戸
三
基
な

ど
の
遺
構
を
検
出
し
、
墨
書
土
器

「田
中
」
や
転
用
硯
な
ど
の
遺
物
が
出
土
し

た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
　
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『ｏｏＸ
鴻
溢

ｏ盟

表
裏
両
面
及
び
左
右
両
辺
は
ケ
ズ
リ
調
整
が
施
さ
れ
、
上
下
両
端
は
二
次
的

な
キ
リ
オ
リ
。
柾
目
材
。
付
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

（金
山
哲
哉
）

(津 幡)




